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☆ 生活を振り返って☆ 

高校生として初めての中間試験を終えて、順調なスタートを切れた人もいれば少しつまづい
てしまった人もいたと思います。3 年生は今進路に向けた活動が多くなり大変な日々を過ごして
いく中で自分たちの生活はどうでしょうか。高校生活が始まって 2 ヶ月が経ちクラスの中で仲
の良い友達や、部活動の仲間が増え充実した高校生活が過ごせているかと思いますが、中には
授業中の居眠りや私語について注意をうけるという人もいると思います。自分たちの生活の中
で「慣れ」が出始めてしまい、心機一転を迎えるはずの高校生活が、中学校生活の延長になり
つつある人もいるのではないでしょうか。6 月の月訓である「誠実」の通り誠実さを持って、
日々の生活を過ごして行きましょう。 

 

☆夢ある将来に向けて☆ 

大阪大学名誉教授である吉田貞雄氏は「夢のある者には希望がある。希望のある者には目標が
ある。目標のある者には計画がある。計画のある者には行動がある。行動のある者には実績がある。
実績のある者には反省がある。反省のある者には進歩がある。進歩のある者には夢がある。」と言
っていました。具体的な進路を早く決めておけば、調べ物や相談を早くすることができ対応も早
くなります。就職は企業の情報を会社のホームページや就職指導室を利用し過去の採用情報や試
験の内容などを確認しましょう。進学は、志望校のパンフレット申込やオープンキャンパス、入
試の日程など調べることは山ほどあります。自分の進路について不安に思うことはたくさんある
と思いますが、その不安をなくすくらいの情報を得る必要があるのです。今ではパソコンやスマ
ートフォンが普及し、様々な情報が得られる世の中になりました。知らなくて損をしたというこ
とが無いようにすることも大事です。 
まだ具体的なことが決まらない場合は、2 年後の自分が困らないように目の前の小さな目標を

立てましょう。定期試験の結果や資格検定の取得、部活動での活躍など高校生活の中で目標を掲
げられることは山のように存在をします。自分のレベルを周りよりも一つ頭がでるように今から
でも行動を心がけて行きましょう。 

 
 

 

 

☆2 回目の定期試験（学期末試験）☆ 

期末試験（6/28～7/2）は中間試験で実施のなかった科目の試験も実施されます。中間試験
以上の勉強が必要となるため、効率よく勉強するために早い段階で学習計画を立てましょう。
また、中間試験の問題で不安に感じた科目は、早めに教科担当の先生に相談をして、成績向上
を目指しましょう。 
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6 月の行事予定 月訓『誠実』 

日 曜日 予定 日 曜日 予定 

１ 火 常任委員会 １６ 水 歯科検診予備日 

２ 水  １７ 木  

３ 木  １８ 金 計算技術検定、執行部合同会 

４ 金  １９ 土 受験対策講座 

５ 土 第 1 回後援会役員会・総会 

愛産大オープンキャンパス 

２０ 日 全商珠算・電卓実務検定 

６ 日 日商簿記検定 ２１ 月 全校朝礼、テスト週間 

７ 月 教育実習開始 ２２ 火 常任委員会 

８ 火  ２３ 水  

９ 水  ２４ 木  

１０ 木 歯科検診、現況報告会準備 ２５ 金 情報技術検定 

１１ 金 現況報告会、午後公開授業 

漢字能力検定 

２６ 土 愛産大オープンキャンパス 

１２ 土  ２７ 日 全商簿記実務検定 

実用英語技能検定 

１３ 日  ２８ 月 1 学期期末試験① 

１４ 月 1 年生朝礼、聴力検査 ２９ 火 1 学期期末試験② 

１５ 火  ３０ 水 1 学期期末試験③ 

 

☆ 好きで好きで 

道尾秀介(作家)の話で忘れられないものがある。デビューしてわずか五年目の彼とトークショウをした時だ。一生小説家を続け

られると思うか、と訊ねると、こう答えたのだ。「続けられると思います。なぜかというと、自分自身が営業マンをした時の経験です

が、同じ営業所に、どうしても成績で勝てない人がいた。失礼ながら、それほど弁が立つわけでもない、外見が取り立ててよいわ

けでもない。なのに自分(道尾)がどう頑張っても、彼の仕事を超えられない。なぜだろうと考え、気づいたことがあった。それは、そ

の人が営業の仕事を、好きで好きでたまらなかったんです。僕も決して仕事を嫌いではなかったけれど、彼ほど好きではない、と

思った。ひるがえって僕は、自分の小説が好きなんです。書くことが好きで好きでたまらない。だから一生、小説家を続けられると

信じています。」 

「やるなぁ」というのが私の感想だった。ちょいとではあるが感動もした。                               (大沢在昌 作家) 

 

 

プロゴルファーで先日マスターズトーナメントを制した松山英樹選手も同じことを言っていました。「職業だからと

お金を稼ぐためにゴルフをしているのではなく、ゴルフが好きで好きでたまらないから職業にしている」と。君たち

もそんな仕事や役割が見つけられるといいですね。                         （柳瀬） 

 

 


